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最
近
は
、
神
社

や
寺
院
の
社
会
貢

献
活
動
に
つ
い
て

話
を
聞
く
こ
と
が

多
い
。
災
害
が
起

こ
っ
た
時
の
貢
献
な
ど
内

容
は
様
々
あ
る
が
、「
次
世

代
を
育
て
る
」
こ
と
も
重

要
な
活
動
の
一
つ
で
あ
る

▼
東
京
の
瀬
田
玉
川
神
社

の
高
橋
知
明
禰
宜
は
、「
神

さ
ま
と
海
と
森
の
教
室
」

と
い
う
名
前
で
、
神
話
な

ど
を
題
材
に
し
な
が
ら
、

子
供
た
ち
に
命
の
つ
な
が

り
や
自
然
万
物
の
恵
み
を

伝
え
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
（
本
紙
２
０
２
５

年
７
月
号
）
▼
『
神
社
新

報
』
令
和
８
年
６
月
15
日

号
で
は
、「
神
社
で
寺
子
屋
」

と
い
う
活
動
が
広
が
り
つ

つ
あ
る
と
紹
介
し
て
い
る

（
高
橋
史
朗
・
麗
澤
大
学
特

別
教
授
）。
神
社
の
清
々
し

い
神
域
に
集
い
、
日
本
の

歴
史
・
文
化
・
伝
統
を
学

び
、
日
本
に
生
ま
れ
た
こ

と
に
誇
り
を
持
つ
子
供
を

育
て
る
場
に
な
る
と
い
う
。

あ
る
神
社
で
は
「
古
事
記
」

の
朗
誦
や
礼
法
、
書
道
、

和
歌
の
作
成
な
ど
を
行
っ

て
い
る
▼
も
ち
ろ
ん
、
こ

う
し
た
活
動
は
神
道
が
基

本
に
あ
る
が
、
子
供
た
ち

は
宗
派
に
関
係
な
く
普
遍

的
な
宗
教
心
を
学
ぶ
こ
と

も
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し

て
、
伝
統
文
化
の
継
承
は

も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
未
来

を
つ
く
る
と
い
う
意
味
で

重
要
性
が
増
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

「
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
」が
世
界
遺
産
に

「
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
」が
世
界
遺
産
に

　
６
月
６
日
、
文
化
庁
の
発

表
に
よ
る
と
、
奈
良
県
橿
原

市
、
桜
井
市
、
明
日
香
村
に

お
よ
ぶ
19
件
の
史
跡
で
構
成

さ
れ
る
「
飛
鳥
・
藤
原
の
宮

都
（
き
ゅ
う
と
）」
が
、
ユ

ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ

た
。
７
月
19
日
か
ら
韓
国
・

釡
山
で
開
か
れ
る
ユ
ネ
ス
コ

世
界
遺
産
委
員
会
で
正
式
決

定
さ
れ
る
。

　
６
世
紀
末
か
ら
８
世
紀
初

め
の
飛
鳥
時
代
は
、
中
国
・

朝
鮮
と
の
交
流
と
動
乱
に
対

応
し
な
が
ら
、
日
本
に
豪
族

連
合
か
ら
中
央
集
権
の
国
家

体
制
を
成
立
さ
せ
た
時
代
で

あ
る
。
中
心
に
な
っ
た
の
が

先
進
的
な
仏
教
と
中
国
の
律

令
制
で
あ
っ
た
。

　
わ
が
国
初
の
本
格
的
な
寺

で
あ
る
飛
鳥
寺
は
蘇
我
馬
子

に
よ
る
蘇
我
氏
の
氏
寺
で
５

９
６
年
の
創
建
。
当
時
は
塔

を
中
心
に
東
・
西
・
北
の
三

方
に
金
堂
が
あ
り
、
外
側
を

回
廊
が
め
ぐ
る
高
句
麗
様
式

だ
っ
た
。
本
尊
の
飛
鳥
大
仏

は
、
顔
は
面
長
で
や
や
四
角

く
、
大
陸
風
で
、
首
か
ら
下

が
ぼ
や
け
た
よ
う
な
の
は
何

度
も
火
災
に
あ
っ
た
か
ら

で
、
創
建
当
初
な
の
は
顔
の

一
部
だ
け
。
そ
の
た
め
日
本

最
古
の
金
銅
仏
な
の
に
国
宝

に
は
指
定
さ
れ
て
い
な
い
。

　
飛
鳥
寺
は
蘇
我
馬
子
の
子

が
寺
司
で
、
高
句
麗
僧
の
慧

慈
と
百
済
僧
の
慧
聡
が
住

み
、
聖
徳
太
子
も
こ
こ
で
仏

教
を
学
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
仏

教
公
伝
は
欽
明
天
皇
の
５
３

８
年（
５
５
２
年
説
も
）で
、

百
済
の
聖
王
か
ら
仏
像
と
経

典
が
贈
ら
れ
た
。
明
日
香
村

の
石
舞
台
古
墳
は
馬
子
の
墓

と
さ
れ
る
。

　
欽
明
天
皇
の
娘
で
最
初
の

女
帝
と
な
っ
た
推
古
天
皇
と

聖
徳
太
子
は
６
０
７
年
に
小

野
妹
子
を
隋
に
派
遣
し
、
翌

年
に
は
留
学
生
も
送
り
律
令

制
や
仏
教
な
ど
を
学
ば
せ
て

い
る
。
そ
の
間
、隋
が
滅
び
、

６
１
８
年
に
唐
が
興
っ
た
。

帰
国
後
、
留
学
生
ら
が
起
こ

し
た
の
が
６
４
５
年
の
乙
巳

の
変
と
そ
れ
に
続
く
大
化
の

改
新
で
あ
る
。

　
当
時
の
朝
鮮
半
島
は
高
句

麗
・
百
済
・
新
羅
の
三
国
時

代
で
、
日
本
は
か
つ
て
拠
点

と
し
て
い
た
任
那
を
滅
ぼ
し

た
新
羅
と
敵
対
関
係
に
あ
っ

た
。
百
済
が
日
本
に
仏
教
を

伝
え
た
の
も
、
新
羅
へ
の
連

合
戦
線
を
組
む
た
め
で
、
高

句
麗
が
慧
慈
を
送
っ
た
の

も
、
隋
の
侵
攻
に
支
援
を
期

待
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　
推
古
天
皇
を
継
い
だ
舒
明

天
皇
が
崩
御
し
、
中
継
ぎ
的

に
即
位
し
た
の
が
二
人
目
の

女
帝
・
皇
極
天
皇
で
、
古
代

国
家
を
概
成
し
た
天
智
天
皇

と
天
武
天
皇
の
母
。
乙
巳
の

変
は
皇
極
天
皇
の
目
前
で
起

き
、
中
大
兄
皇
子
（
後
の
天

智
天
皇
）
と
中
臣
鎌
足
が
、

横
暴
に
な
っ
た
蘇
我
入
鹿
を

殺
害
し
た
。
舞
台
と
な
っ
た

の
は
入
鹿
が
建
設
し
た
飛
鳥

板
蓋
宮（
い
た
ぶ
き
の
み
や
）

で
あ
る
。

　
６
４
５
年
に
退
位
し
た
皇

極
天
皇
が
、
孝
徳
天
皇
が
難

波
宮
で
没
し
た
後
、
６
５
５

年
に
斉
明
天
皇
と
し
て
初
め

て
重
祚
（
ち
ょ
う
そ
）
し
た

の
も
板
蓋
宮
で
、
壬
申
の
乱

に
勝
利
し
た
大
海
人
皇
子

（
お
お
あ
ま
の
み
こ
）
が
６

７
２
年
に
天
武
天
皇
と
し
て

即
位
し
た
所
で
も
あ
る
。

　
斉
明
天
皇
は
唐
・
新
羅
連

合
軍
に
滅
ぼ
さ
れ
た
百
済
救

援
の
た
め
自
ら
筑
紫
に
赴
く

が
、
同
地
で
没
し
た
。
百
済

復
興
に
派
遣
し
た
３
万
も
の

兵
が
惨
敗
し
た
の
が
６
６
３

年
の
白
村
江
の
戦
。
天
智
天

皇
は
都
を
海
か
ら
遠
い
大
津

に
遷
し
、
対
馬
や
北
九
州
、

瀬
戸
内
海
沿
岸
に
山
城
を
設

け
、
侵
略
に
備
え
る
た
め
と

し
て
豪
族
ら
を
統
率
し
、
中

央
集
権
体
制
を
確
立
し
て
い

く
。

　
近
鉄
飛
鳥
駅
か
ら
徒
歩
５

分
で
高
松
塚
古
墳
が
あ
り
、

そ
こ
か
ら
北
に
10
分
ほ
ど
歩

く
と
欽
明
天
皇
陵
が
、
山
す

そ
を
歩
く
と
亀
形
石
造
物
や

鬼
の
俎
（
ま
な
い
た
）
な
ど

斉
明
天
皇
時
代
の
石
の
造
形

が
あ
り
、
や
が
て
夫
婦
が
仲

良
く
眠
る
天
武
・
持
統
天
皇

陵
が
あ
る
。

　
橿
原
市
に
あ
る
藤
原
宮
跡

は
持
統
天
皇
が
中
国
の
都
城

制
度
を
取
り
入
れ
て
築
い
た

日
本
初
の
本
格
的
な
都
・
藤

原
京
の
中
心
と
な
っ
た
宮
殿

跡
で
、
耳
成
山
（
み
み
な
し

や
ま
）・
香
具
山
（
か
ぐ
や

ま
）・畝
傍
山（
う
ね
び
や
ま
）

の
大
和
三
山
に
囲
ま
れ
た
場

所
に
築
か
れ
た
。
そ
の
風
景

は
今
も
変
わ
ら
な
い
。

日
本
の
古
代
国
家
始
ま
り
の
地

石
舞
台
古
墳

飛鳥板蓋宮跡

飛
鳥
大
仏


